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相手の本意を見失わない
コミュニケーションをめざす

　一年にわたり、「ソーシャルスタイル理論」の４つのスタ
イル（図）の特徴を備えた方々の事例をご紹介しながら、コ
ミュニケーションをよりよい方向に進めていくために必要な
配慮や工夫の仕方についてご紹介してきました。

＊　＊　＊　＊　＊

　日々多忙を極める福祉・医療の現場では、コミュニケーシ
ョンの重要性がわかっていても、その機会を多くつくること
は難しいのが現状です。また、マスクの着用やソーシャルデ
ィスタンスを保つことなどの制約が生じている現在において
は、従来どおりのコミュニケーションの取り方では、情報共
有や共通理解を図りにくくなっているといった問題も生じて
います。
　福祉・医療の現場のコミュニケーションはどうあるべきか
を考えるとともに、コミュニケーションの機会の作り方や進
め方だけでなく、職場内の人間関係そのものを見つめなおし、
積極的に変革させていく時期にあるのではないかと感じてい
ます。

＊　＊　＊　＊　＊

　これまでご紹介した４つのスタイルに基づく事例は、多少
極端なものもありましたが、コミュニケーションの工夫を知
るきっかけとして参考にしていただけたかと思います。ただ、
人間の個性はそんなに簡単に切り分けられるものではありま
せん。４つのスタイルのうち複数の要素を伴っている人も少
なくありません。
　連載を通じて考えてもらいたいのは、スタイルの特徴が強

く出ればでるほど、他の職員からは「扱いづらい職員」と受
け止められてしまいがちだということです。「扱いづらい」
が続くと「苦手意識」が生まれてきます。
　職場の人間関係に対して苦手意識を持つ職員が増えてくる
と、コミュニケーションの機会をいくらつくっても関わりは
消極的になることが多くなりますので、実りある成果を期待
することはできません。また、情報の偏りや誤解が生じたり、
人間関係が混乱することで、円滑な業務が行えなくなってし
まうおそれがあります。
　そうした状況に陥ると、職員同士がコミュニケーションを
図ることを避けるようになり、会話や交流の機会が減ってい
きます。それは業務に必要かどうか関係なく減っていきます
ので、次第に職場内に「無関心な空気」が広がっていきます。
　無関心な空気は、利用者（患者）の生命や人権を脅かす事故、
問題を引き起こしやすくします。無関心な空気を蔓延させな
いためにも、個々の職員の表面的な部分だけをみるのではな
く、背景にある本意を引き出し、その思いをよい方向に活かし
あえるコミュニケーションを図っていくことが求められます。

＊　＊　＊　＊　＊

　苦手意識は、自分の考えや価値観などに合わない、あるい
は何らかのトラブルや誤解が生じたことがあるなど、主に負
の要因から生じることが少なくないのですが、そうした出来
事は、さまざまな職員が働く職場においては避けることがで
きないので、意識そのものを消し去ってしまうということは
難しいことだと思います。　
　しかし、そうした感情から一度離れ、相手をフラットな状
態でみる癖をつけていくことは、社会・組織に帰属する一人
としてとても大切なことです。
　見方を変えることで、「扱いづらい」を「新たな発見」と
捉えることができたなら、組織や自分自身を大きく変えるき
っかけともなり得ます。
　苦手意識を解消していくためには、職員一人ひとりが、コ
ミュニケーションの場面において相手を多面的にみることを
意識しつつ、心情を慮

おもんぱか

ることを忘れないようにすること。ま
た、自分自身の考えや思いもしっかりと伝えながら、利用者
（患者）にとってよりよい方向性を描き出し、ともに協働し
ていこうという気持ちのベクトルをしっかりと合わせていく
よう心がけていくことが何よりも大切になってきます。
　職場の仲間同士がともに活かしあい、伸ばしあえる職場づ
くりを進めていきましょう。

コミュニケーション
︱向︱上︱委︱員︱会︱

第60回

図　ソーシャルスタイルの４分類
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エミアブル（調停役）
協調性を大事にし全体の調和を上
手くとることができるが、周囲の
気持ちに敏感なため心配性。
感情を表に出し、話すよりも聞く
ことの方が多い。

アナリティカル（理論派）
分析を重視し、事前準備を怠らな
い。独自の見解があり、納得でき
ないと前に進まない。感情は表に
出さず、話すより聞くことの方が
多い。

エクスプレッシブ（社交派）
チャレンジ精神旺盛で、注目され
ることを好む。感情を表に出し、
表情豊かに自分の意見を主張する
ことができる。ノリや感覚を大事
にする。

ドライビング（現実派）
目的志向で合理的に物事を進め
る。リーダー気質で、指示命令な
ど一方的なコミュニケーションを
好む。感情は表に出さず、淡々と
意見を述べることが多い。
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